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　9 月 3 日、小野町こまちダムで開
催されたカヌー体験教室に、常葉ア
ソベンチャークラブ員 12 人が参加
しました。
　B&G海洋センターの講師から、ラ
イフジャケットの着用、カヌーを操
縦するパドルの扱い方を教わり、ペ
アでカヌーに乗り込みました。最初
はどこに進むのか右往左往していま
したが、徐々に２人の動きがそろい、
スムーズに目標に向かって進めるよ
うになりました。
　同日開かれた水辺の安全教室では、
水難事故の怖さや環境問題を学び、
ダム周辺のゴミ拾いも行いました。

　９月 13 日、大越中学校で、双子デ
ュオ「健太康太」のスクールコンサート
が行われました。「健太康太」は、双子
で活動するシンガー・デュオで、東日
本大震災後、「今やるべきことは何か」

「自分たちにできることは何か」を考
え、ダイヤモンドブルース号と名付け
た改造したバンで車中泊をしながら

「勝手に全国ツアー」と称して、全国各
地の学校に歌と思いを届ける旅を続け
ています。今回は、大越中学校区小中
連携推進事業の一環で、中学生に加え
大越小学校の６年生も参加しました。
美しい音色で参加者が「健太康太」の
すてきな歌と語りに酔いしれました。

　9 月 4 日～ 7 日までの 4 日間、大
阪府の寝屋川公園第一グラウンドな
どで、第 31 回全日本古希軟式野球
大会が開催され、田村市から中田耕
二さん、助川清さん、松本忠由さん
が出場しました。３人が所属する福
島スターズは、準優勝を果たしまし
た。3 人は大会後、市長へ準優勝報
告のため市役所を訪問し、準優勝旗
やメダル、写真等を披露しました。
野球を楽しむ秘

ひ け つ

訣は「とにかくけが
をしないこと」と、日頃の体調管理
やトレーニングの大切さをお話しい
ただきました。

　9 月 19 日、大越小学校で、慶応
義塾大学 SFC 研究所ドローン社会
共創コンソーシアムによるドローン
講座が開催されました。
　5、6 年生 50 人が参加し、プロ
グラミング言語によるドローン飛行
や人工知能 (AI) による画像認識を
学びました。子どもたちは、真剣に
講師の話を聞き、ドローン技術に関
する理解を深めました。体育館で行
われた飛行体験では、普段目にする
ことの少ないドローンが飛ぶ姿に目
を輝かせていました。

　船引町更生保護女性会（紺野敏子
会長）は９月４日～８日、船引町内
の公立幼稚園、小中学校、たむら支
援学校で朝のあいさつ運動を実施し
ました。あいさつ運動は、子どもた
ちが元気に安心して成長できる地域
づくりの一環として、毎年９月に実
施しています。登校する生徒たちと

「おはようございます」とあいさつ
を交わし、明るくあいさつする生徒
の姿に会員たちもすがすがしい気持
ちになりました。今後も広報活動な
どを行い、非行やいじめ、虐待のな
い明るく楽しい社会づくりを目指し
活動します。

　9 月 20 日 ～ 22 日、 東 京 ビ ッ
クサイトで、フードファクトリー
2023 が開催され、田村市の展示ブ
ースの出展を行いました。
　食品機器メーカーや食品製造業者
ら約16,700人が訪れました。展示
会では、移住者の多様なニーズに対
応する就労先の創出を行うために、
田村市の産業団地への企業誘致活動
を行いました。会場内ではミニプレ
ゼンテーションを実施し、田村市ブ
ースに延べ人数で 225 人の訪問が
あり、田村市産業団地の魅力も併せ
て発信しました。
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　9 月 30 日、都路町のグリーンパー
ク都路やすらぎ公園で婚活事業「出会
い応援♡ HAPPY ふくしま交流会 in
田村」が開かれ、男性 22 人、女性 21
人が参加しました。参加者はバーベ
キューの炭火起こしを共同で作業し、
おいしい肉を堪能しました。引き続き、
たき火を囲んで１対１のフリートー
クや、スクリーンを使用した星空解説
を楽しみました。夜空の下、暖かい
色の照明やたき火の演出が後押しし、
会話も弾み、数組のカップルが誕生し
ました。市は婚活支援を行っています。
詳しくはお問い合わせください。
問総務部 企画調整課(61-7615

　9 月 30 日、市歴史民俗資料館で、
「昔ばなし」が行われ、参加した 20
人の親子たちは田村地方の方言で繰
り広げられる昔話の数々に聞きいっ
ていました。
　船引民話語り部の会（大友栄子会
長）のメンバー 4 人が、「岩清水伝
説」や「ねずみのすもうっこ」など
8 つの昔話を披露すると、話が終わ
るたびに参加者から拍手が沸き起こ
っていました。

　10 月１日、市役所で、オータム
マスマティックスキャンプを開催し
ました。本事業は、児童生徒が算数、
数学を楽しく学び、学習意欲を向上
させることを目的として開催しまし
た。当日は、学校教育課の職員が楽
しく算数、数学を学べる授業を行っ
たほか、児童生徒が算数、数学の問
題にグループで挑戦しました。市内
の小学５、６年生と中学１年から３
年生の 20 人が参加し、熱心に問題
に取り組んでいました。
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　9 月 23、24 の両日、滝根町のあ
ぶくま洞特設ステージで「あぶくま
洞秋まつり2023」が開催されました。
　開洞 50 周年を迎えた記念すべき
年に、会場には地元食材を使ったさ
まざまなグルメや縁日コーナーなど
が設けられ、多くの来場者が食と体
験を楽しんでいました。
　ステージでは「ANZEN 漫才お笑
いライブ」や「津吹みゆ演歌ステー
ジショー」、「福島美少女図鑑トーク
＆ライブ」など多彩な催しが行われ
ました。来場者は、次々と繰り広げ
られるステージイベントに、盛んな
拍手を送っていました。

　9 月 27、29 の両日、田村市食生活
改善推進員育成研修が、船引町のほ
しくまあんしんベース船引で開かれ、
2 日間で 23 人の推進員が参加しまし
た。たむら市民病院の管理栄養士橋
本絹子さんが講師を務め、「たむら市
民病院監修　生活習慣病予防のため
の栄養バランス・減塩レシピ」と題
して、講話と調理実習を行いました。
食塩を控える調理の工夫や栄養バラ
ンスよく食べるために気をつける点
などについて学びました。研修で学ん
だレシピは、今後、生活習慣病予防
啓発のために、推進員の地域活動を
通して市内に普及させる予定です。

　9 月 29 日、市役所で、第 1 回田
村市男女共同参画計画策定委員会が
開催され、委員の 7 人が参加しま
した。
　本年度 1 回目のこの会議では、
市が策定する第 2 次田村市男女共
同参画計画が本年度で終了すること
から、次の第 3 次田村市男女共同
参画計画について検討しました。出
席した委員からは、将来を見据えた
改善提案など活発な意見が交わされ
ました。

あぶくま洞秋まつり2023食生活改善推進員
育成研修

男女共同参画計画の
策定に意見

たむらほっとニュース1111


